
明日を思う。 暮らしを思う。
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最
近
の

議
会
だ
よ
り

す
っ
ご
く

い
い
わ
ね
ぇ

感
想
用
の

ハ
ガ
キ
も

つ
い
て
て

議
会
の

難
し
い

言
葉
や
制
度

し
く
み
や

市
民
生
活

と
の

つ
な
が
り

な
ん
か
を

わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す

た
く
さ
ん
の

市
民
の
声
を

集
め
て
る
わ

と
は
い
え

議
会
っ
て

お
カ
タ
イ
し

そ
こ
で
、
こ
の

新
コ
ー
ナ
ー
！

な
る
ほ
ど
！

福
津
市
議
会

敷
居
が

高
い
か
も

市
民
が

た
く
さ
ん

出
て
る
し

文
章
も

わ
か
り

や
す
い

つ
い
つ
い
読
ん

じ
ゃ
う
の
よ
ね

レ
イ
ア
ウ
ト
も

お
し
ゃ
れ
で…

皆さんは、議会をどのように感じて
いますか。「堅苦しい」「難しい」「難
解な用語がわからない」など議会にま
つわる疑問も多いと思いま
す。そのようなイメージを
少しでも払拭して疑問にお
答えするため、漫画を使っ
て議会をわかりやすく伝え
るコーナーを作りました。❶



　
毎
年
開
催
し
て
い
る
防
災
訓

練
の
参
加
人
数
は
増
え
て
い
る
の

か
。
毎
回
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返

し
で
参
加
人
数
が
減
っ
て
い
る
地

域
も
あ
る
。
ま
た
、
自
治
会
長
が

毎
年
交
代
に
な
っ
た
り
、
現
役
世

代
や
子
育
て
世
帯
が
担
っ
た
り
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
。
様
々
な
行

事
の
中
で
防
災
訓
練
の
充
実
へ
の

取
り
組
み
は
。

　
訓
練
の
内
容
に
よ
り
参
加
人

数
の
増
減
は
あ
る
が
、
必
須
訓
練

の
あ
と
の
任
意
訓
練
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
自
主
性
に
任
せ
て
い

る
。
参
加
者
数
確
保
の
た
め
、
地

域
行
事
と
併
せ
て
実
施
し
た
り
、

毎
回
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
た

り
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
今
後

は
報
告
書
を
配
布
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
特
色
あ
る
訓
練
内
容
の
取

り
組
み
事
例
を
紹
介
す
る
場
を
考

え
て
い
き
た
い
。

11
月
５
日
「
津
波
防
災
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、
11
月
の
土
曜
日
に

全
市
一
斉
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
集
合
型

訓
練
を
自
粛
し
た
地
域
が
多
か
っ

た
が
、
令
和
５
年
度
は
防
災
意
識

が
高
ま
り
、
大
幅
に
参
加
者
が
増

え
、
訓
練
内
容
も
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
も
創
意
工
夫
さ
れ
、
よ
り
充
実

し
た
も
の
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
中

学
生
と
の
連
携
な
ど
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。（
防
災
安
全
課
）

そういえば
あの質問は
どうなった?

特集    地震に備える

訓
練
参
加
者
を
増
や
す

方
策
は

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か

他
の
行
事
と
コ
ラ
ボ
等

取
り
組
み
事
例
を
紹
介

全
市
一
斉
防
災
訓
練
の

今
後
の
取
り
組
み
は
？

　
避
難
所
運
営
で
は
、
少
し
で

も
過
ご
し
や
す
く
す
る
配
慮
が
重

要
で
あ
る
。
本
市
の
毎
年
の
備
蓄

品
購
入
は
ほ
と
ん
ど
が
食
料
品
で

あ
る
が
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
の
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
等
も
計
画
的
に
備
蓄

す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
備
蓄

状
況
は
。

　
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
現
在
60

枚
ほ
ど
準
備
し
て
い
る
。
食
料
品

と
比
較
す
る
と
備
蓄
量
が
圧
倒
的

に
少
な
い
た
め
、
今
後
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
や
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
備
蓄
品
に
も
目
を
向
け
て
い

く
。市

に
は
備
蓄
品
を
供
給
す
る
業

者
も
い
る
た
め
、
災
害
時
に
お
け

る
物
資
調
達
に
関
す
る
協
定
を
踏

ま
え
、
対
応
し
て
い
く
。

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
順
次
増
や

し
、
現
時
点
で
１
１
８
枚
を
保
有

し
て
い
る
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は

５
台
保
有
し
て
い
る
が
、
再
利
用

性
や
収
納
性
な
ど
を
検
討
し
た
結

果
、
令
和
５
年
度
に
要
介
護
者
向

け
に
ワ
ン
タ
ッ
チ
折
り
畳
み
防
災

ベ
ッ
ド
を
10
脚
購
入
し
た
。
ほ
か

に
も
避
難
者
の
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
ふ
く
と
ぴ
あ
や
カ
メ
リ

ア
な
ど
で
は
ペ
ッ
ト
同
伴
で
の
避

難
が
可
能
で
、
簡
易
ト
イ
レ
セ
ッ

ト
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
の
準
備
も

し
て
い
る
。（
防
災
安
全
課
）

そういえば
あの質問は
どうなった?

避
難
者
を
過
ご
し
や
す
く

す
る
た
め
の
配
慮
は

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か

快
適
に
過
ご
す
た
め
の

備
蓄
品
も
検
討
す
る

避
難
者
に
配
慮
し
た

避
難
所
運
営
は
？ 前年度は組長でし

た。訓練には毎年参加
しています。地震後に
火が出た場合、素早く
対処できるように、消
火器の選び方や使い方
を学びたいです。

地震直後の
火災への備えを

美容師
古田 あゆみさん

九州電力送配電㈱
福岡支社 配電部
福間配電事業所
西牟田 祥さん

ふくつ防災士会
浜 秀樹さん

福間南小学校6年生
森本 真奈さん

宮司地区
郷づくり推進協議会
安全安心部会
阿部 康英さん

福津市社会福祉協議会
中島 浩さん

津屋崎中学校
生徒会長
村上 舞衣さん

津屋崎中学校
生徒会副会長
岡田 光生さん

単身の女性や母子家
庭、乳幼児連れ世帯を
保護するためにパーティ
ションは必要です。ま
た、子どもが気兼ねな
く遊べるスペースも確
保してほしいです。

子どもや、女性が
安心できる環境を

3児を子育て中
藻形 志緒理さん

切れた電線には近寄らないで
まずは屋内の安全な場所に避難を。
火災や感電の危険を回避するため、電気の
ブレーカーをオフに。屋外で切れた電線を見
かけても、絶対に触らないで！

日頃から災害に備える準備を
防災学習で学んだことを生かして、
非常食の備蓄を定期的に確認し、災
害時にどこに集合するかなど家族で
話し合い、災害に備えています。

避難所運営を担当
災害が起きたら、避難所開設
のため宮司コミセンに駆け付け
ます。防災袋は常に準備してい
ます。避難所運営のボランティ
アスタッフを募集中です。

中学校で避難所運営訓練を実施
津屋崎中学校では避難所運営を防災
訓練で行いました。仕切りや簡易ベッ
ドを組み立て、簡易的な避難所を設置
し、非常食用のご飯を使っておにぎり
を作りました。

常日頃からの備えが大切
災害はいつ、どこで、どのよ
うに起こるか、予測が困難です。
誰もが災害により被災する可能
性があるという心構えを持つこ
とが備えの第１歩になります。

災害に関する啓発
活動を実施

備えあれば憂いなし!!

自信はあるのか !?に
1月1日の能登半島地震で、現地では甚大な被害がおきました。本
市でも西山断層の地震が起きた際は、最大で震度6の地震が想定され
ます。いざという時に対処できるように日頃から備えが大切です。そ
こで、防災活動に携わる市民に、地震に対してどのような備えをして
いるか、インタビューを行いました。

ふくつ防災士会は
常日頃から自身の自
己研鑽と、小学校や
地域での防災授業等
を実施しています。
「備えあれば憂い
なし」を信じて啓
発活動に努めて

います。

令和元年１２月
定例会一般質問

令和元年１２月
定例会一般質問

2議 会 だ よ り  ふ く つ3 議 会 だ よ り  ふ く つ



特集    地震に備える

　
各
地
で
地
震
が
発
生
し
て
お

り
、
こ
の
地
域
で
も
い
つ
地
震
が

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
避
難

場
所
に
な
っ
て
い
る
施
設
の
安
全

点
検
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
市
内
に
は
古
い
建
物
も

多
く
あ
る
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
市
内
の
避
難
所
は
、
す
べ
て

耐
震
構
造
、
ま
た
は
耐
震
補
修
を

実
施
済
と
な
っ
て
い
る
。
安
全
点

検
は
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
木
造
家
屋
に
対
し
、

改
修
の
た
め
の
補
助
金
を
交
付
す

る
要
綱
を
策
定
し
て
い
る
。
県
で

は
、
耐
震
の
診
断
士
を
派
遣
す
る

制
度
が
あ
り
、
そ
の
際
に
補
助
金

を
受
け
取
れ
る
給
付
措
置
が
あ
る
。

耐
震
診
断
を
受
け
て
改
修
工
事
を

行
っ
た
場
合
、
市
か
ら
最
大
60
万

円
の
補
助
を
す
る
制
度
も
あ
る
。

市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
以
前

に
合
法
的
に
建
築
さ
れ
た
木
造
２

階
建
て
ま
で
の
住
宅
の
耐
震
改
修

工
事
に
対
し
、
50
％
の
補
助
（
上

限
60
万
円
）
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
多
額
の
工
事
費

が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
は
、
平
成
23
年
の
補
助

開
始
か
ら
現
在
ま
で
で
８
件
で
あ

る
。
能
登
半
島
地
震
以
来
、
問
い

合
わ
せ
や
相
談
は
増
加
傾
向
で
あ

り
、
そ
の
都
度
、
補
助
制
度
を
案

内
し
て
い
る
。（
都
市
計
画
課
）

そういえば
あの質問は
どうなった?

災
害
に
備
え
た
避
難
所
の

安
全
性
の
確
保
は

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か

耐
震
改
修
の
補
助
制
度
を

活
用
し
整
備
促
進

災
害
に
備
え
た
耐
震
化

対
策
は
？

宗像プロパン瓦斯
株式会社
梅本 継大さん

福津市消防団
女性班
小田 恵美さん

福津市消防団
第3分団 分団長
花田 良平さん

福津消防署
救助警防小隊
猪俣 槙之介さん

建物の耐震強度は古
いものほど弱くなりま
す。平成28年の熊本地
震でも顕著でした。耐
震改修には期間も費用
もかかりますが、まず
は相談してみませんか。

住まいの耐震化
まずはご相談を

都市計画課
仲 拓哉 開発建築係長

防
災
力
向
上
の
た
め
、
県
の
備

蓄
計
画
に
基
づ
き
食
料
や
飲
料
水

な
ど
の
災
害
備
蓄
品
を
準
備
し
て

い
る
。
そ
の
一
部
を
消
費
期
限
到

来
等
に
伴
い
更
新
す
る
た
め
69
万

５
千
円
の
予
算
で
補
充
。

消
防
庁
の
装
備
新
基
準
を
満
た

し
、
機
能
性
の
高
い
消
防
団
の
活

動
服
を
９
３
４
万
２
千
円
の
予
算

で
更
新
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線

の
屋
外
支
局
電
池
交
換
を
３
９
０

万
７
千
円
の
予
算
で
実
施
。

２
４
０
０
人
分
の
食
料
と

飲
料
水
を
常
時
準
備

消
防
団
活
動
服
の
更
新
・

防
災
行
政
無
線
の
整
備

今
年
度
の
防
災
予
算
は
ど
う
な
っ
た
？

［非常用持ち出し品］ 防災を考える時間をつくろう
家庭や職場で地震の時に倒壊や
火事、津波など、どんな災害が考
えられるか「防災を考える時間」
を持ちましょう。自分の命を守る
日頃からの準備が大切です。

ガス警報器の設置を
ガスは、地震などの強い揺れ
を感知すると自動的に遮断され
ます。万が一のガス漏れにも備
え、ガス警報器の設置を推奨し
ています。

地震に備えて訓練を実施
地震の時、消防団は各地域の被
害状況の把握、人命救助、避難誘
導等を担います。防災訓練では、
地震に備えて消防署と連携し、訓
練の支援や補助を行います。

地震が起きたらどうする？
まず、自身の身を守る行動が
最優先。揺れが収まったら周り
に目を向け、火を消す。退路を
確保し、家族の安全確認、そし
て最新情報を取得して行動を。

　いつ、どこで、災害に遭遇するかわかりません。災害に備
えて、ご家庭や職場で非常用持ち出し袋を用意しておくこと
をおすすめします。日頃から非常用持ち出し品や賞味期限等
の確認しておきましょう。

□衣類、下着□救急用品 □カイロ

□ティッシュ類□ビニール袋 □軍手

□携帯ラジオ□保険証のコピー

□タオル□水、食料

□懐中電灯、予備電池□安全靴、長靴

□防災ヘルメット、防災ずきん

□モバイル電池

令和元年６月
定例会一般質問
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工
事
請
負
契
約
を
締
結（
新
設
小
学

校
造
成
工
事（
１
工
区
））

賛
成
少
数
で
否
決　
　
　
　
　

　

令
和
５
年
11
月
17
日
に
入
札
が

行
わ
れ
た
新
設
小
学
校
造
成
工
事

（
１
工
区
）の
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
決
を

求
め
る
。

主
な
討
論

　

議
案
自
体
に
瑕
疵
が
な
く
、
今

や
ら
な
け
れ
ば
令
和
９
年
４
月
開

校
が
難
し
く
な
る
と
の
答
弁
も
あ

っ
た
。
請
願
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
住
民
と
の
合
意
形
成
は
不
完
全

で
は
あ
る
が
、
一
定
程
度
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
今
後
も
地
域
住

民
へ
丁
寧
な
説
明
を
実
施
す
る
と

し
た
た
め
賛
成
。

　
12
月
定
例
会
で
、新
設
校
建
設
予

定
地
に
関
す
る
請
願
書
を
全
員
一

致
で
採
択
し
た
が
、十
分
な
配
慮
、対

応
が
さ
れ
て
い
な
い
。開
校
が
間
に

合
わ
な
い
か
ら
と
契
約
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、周
辺
地
域
の
安
全
性
の

評
価
と
地
域
住
民
へ

の
説
明
が
不
十
分
で

あ
る
た
め
反
対
。

市
中
小
企
業
振
興
条
例
を
制
定

賛
成
多
数
で
可
決

　

経
済
の
健
全
な
発
展
及
び
市
民

生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
基
本

理
念
と
し
て
、
中
小
企
業
の
振
興

に
関
す
る
施
策
の
柱
と
な
る
事
項

を
定
め
た
条
例
を
制
定
。

主
な
質
疑

　
　

中
小
企
業
振
興
審
議
会
の
構

成
員
は
。

　
　
県
の
関
係
者
、学
識
経
験
者
、商

工
会
、
市
内
事
業
者
、

金
融
機
関
、公
募
の
委

員
を
想
定
し
て
い
る
。

【
一
般
会
計
】１
億
４
４
５
３
万
円

を
追
加
し
、
総
額
３
１
６
億
３
０

６
３
万
円
と
な
っ
た
。

１
月
臨
時
会

低
所
得
者
支
援
給
付
金
事
業
費

　

低
所
得
世
帯
へ
物
価
高
騰
の
負

担
軽
減
を
図
る
費
用

２
億
６
２
４
１
万
円

３
月
定
例
会

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

　

農
業
法
人
が
行
う
、
い
ち
ご
栽

培
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設
・
設
備
等

の
導
入
に
対
し
て
、
一
部
補
助
を

行
う
費
用

１
億
２
５
０
０
万
円

議案等が議会に提出されて
から議決されるまでの審議
の内容を報告します。

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
関
連
す
る
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
を
改
正
。

主
な
質
疑

　
　

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
保

険
税
税
収
額
は
ど
の
よ
う
に
変
動

す
る
の
か
。

　
　

賦
課
限
度
額
が
上
が
る
分
の

税
収
は
増
え
る
。
ま
た
軽
減
世
帯

の
対
象
世
帯
は
広
が
る
た
め
、
現

在
の
試
算
で
は
収
入
が
減
る
こ
と

に
な
る
が
、
軽
減
対
象
分
は
県
の

交
付
金
が
あ
る
の
で
、
マ
イ
ナ
ス

に
は
な
る
こ
と
は
な
い
。

市
学
童
保
育
所
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

　
津
屋
崎
小
学
校
学
童
保
育
所（
第

１
）、
津
屋
崎
小
学
校
学
童
保
育
所

（
第
３
・
第
４
）の
定
員
を
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
増
や
す
こ
と
に

伴
い
、
条
例
を
改
正
。

主
な
質
疑

　
　

現
在
、
定
員
数
に
対
し
て
弾

力
的
措
置
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
施
設
基
準
で
定
員
数
を
増

や
し
た
場
合
、
弾
力
性
は
保
た
れ

る
の
か
。

　
　

令
和
６
年
度
は
２
３
５
人
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
今
回
定
員
が

20
人
増
で
２
２
０
人
と
な
る
が
、

人
数
的
に
は
若
干
超
え
て
い
る
。

今
後
の
定
員
数
に
つ
い
て
は
、
指

定
管
理
者
と
協
議

し
、
弾
力
的
に
対
応

し
て
い
く
。

▲市役所の国民健康保険の窓口

▲定員増となる津屋崎小学校学童保育所

市
民
福
祉

委員会

建
設
環
境

委員会

令
和
５
年
度

予
算
審
査（
補
正
）
特別

委員会

総
務
文
教

委員会

公開します。みんなの賛成と反対
1月臨時会・３月定例会の

議案審議

3月
定例会

《
教
育
委
員
会
委
員
》

田た
な
か中　

一い
ち
ろ
う郎 

さ
ん

任
期　
令
和
６
年
４
月
７
日
～

　
　
　
令
和
10
年
４
月
６
日

人
事
案
件
に
同
意

結　
果

議　員　名

案　件

大
山　
隆
之

中
村　
恵
輔

山
本　
祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元　
敏
徳

佐
伯　
美
保

福
井　
崇
郎

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村　
晶
代

尾
島　
武
弘

豆
田　
優
子

戸
田　
進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村　
清
隆

髙
山　
賢
二

１月臨時会

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

可決 令和５年度一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市手数料条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月定例会
可決 令和５年度一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和５年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和５年度公共下水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度一般会計予算 ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和６年度国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和６年度後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和６年度介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和６年度公共下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 教育委員会委員の任命への同意（田中一郎さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和５年度一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市一般職の職員の給与に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市職員の育児休業等に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市営住宅管理条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 工事請負契約を締結（健康福祉総合センター外壁・防水改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 工事請負契約を締結（複合文化センター文化会館大規模改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 工事請負契約を締結（福間中学校校舎増築工事（設計・施工一括）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 工事請負契約を締結（新設小学校造成工事（１工区）） ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 市国民健康保険税条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市介護保険条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市附属機関設置条例を改正 ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ●
可決 市学童保育所条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 損害賠償の額の決定及び和解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市中小企業振興条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市漁港管理条例及び市津屋崎ヨットハーバー条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市空家等の適正管理に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市公共下水道事業の設置等に関する条例及び市監査委員条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市道路線の認定及び変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
否決 金権腐敗政治を一掃することを求める意見書 ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ●

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権

【
一
般
会
計
】当
初
予
算
の
総
額
は

３
１
２
億
３
１
５
３
万
円
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
28
億
８
９
７
万
円
、

９
・
９
％
の
増
額
と
過
去
最
大
の

予
算
と
な
っ
た
。

公
共
施
設
包
括
管
理
事
業
費

　

公
共
施
設
１
２
３
か
所
を
対
象

に
包
括
管
理
業
務
委
託
を
導
入
し
、

管
理
品
質
の
向
上
及
び
安
全
性
の

確
保
を
図
る
た
め
の
費
用

　
　
３
億
９
４
７
１
万
円

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
費

　

子
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
の
場

所
を
提
供
す
る
地
域
団
体
等
が
行

う
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、

補
助
を
行
う
費
用　
　

  　
66
万
円

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

　

過
大
規
模
と
な
っ
て
い
る
福
間

小
学
校
の
教
室
不
足
等
に
対
応
し

教
育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

宮
司
地
区
に
進
め
て
い
る
新
設
小

学
校
整
備
の
実
施
設
計
と
造
成
工

事
を
行
う
費
用

　
　
５
億
８
２
９
１
万
円

雨
水
浸
水
対
策
事
業
費

　
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

公
共
下
水
道
全
体
計
画
の
排
水
区

を
対
象
に
、
内
水
浸
水
想
定
区
域

図
を
策
定
し
、
雨
水
管
理
方
針
で

定
め
る
浸
水
要
因
の
分
析
と
地
域

ご
と
の
課
題
整
理
を
行
う
費
用

　
　
　
　

  　
７
８
８
０
万
円

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

　

新
た
に
果
樹
の
栽
培
に
取
り
組

む
農
業
者
に
対
し
て
栽
培
環
境
の

整
備
の
補
助
を
行
う
費
用

　
　
３
０
０
万
円

【
一
般
会
計
】４
０
０
万
円
を
追
加

し
、
総
額
３
１
２
億
３
５
５
３
万

円
と
な
っ
た
。

障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
費

　

本
来
は
消
費
税
課
税
対
象
事
業

で
あ
る
が
、
消
費
税
非
課
税
の
取

り
扱
い
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ

の
調
整
を
行
う
費
用

1月
臨時会

▲こども食堂　手作りしたジャムの試食の様子
▲多くの中小企業が在籍する
福津市商工会

令
和
６
年
度

予
算
審
査（
当
初
）
特別

委員会

令
和
６
年
度

予
算
審
査（
補
正
）
特別

委員会

反
対

賛
成

陳情 ◆年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択を求める陳情/小坪慎也さん 報告書はこちら

報告書はこちら

報告書はこちら

本
会
可
決

6議 会 だ よ り  ふ く つ7 議 会 だ よ り  ふ く つ



質す！
疑義を

た　だ

う！
市政を

問う！

QRコードから録画配信にアクセスできます。

　
令
和
６
年
度
か
ら
こ
ど

も
家
庭
部
に
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
る
。
当

事
者
へ
ど
う
周
知
す
る
の
か
。

ま
た
、
中
心
と
な
る
統
括

支
援
員
や
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
の
た
め
に
、
新
た
な
認

定
資
格
取
得
研
修
の
受
講
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
周
知
方
法
は
、
広
報
ふ

く
つ
４
月
号
に
特
集
記
事
を

掲
載
し
、市
民
に
周
知
す
る
。

当
事
者
に
は
、
改
訂
し
た
子

育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
プ
を

配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

認
定
資
格
取
得
研
修
の
受

講
予
定
は
な
い
が
、
統
括
支

援
員
は
国
県
実
施
の
基
礎
研

修
と
実
務
研
修
を
受
講
す
る

予
定
で
あ
る
。
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
は
非
常
に
重
要
な
の
で
、

ほ
か
の
専
門
職
も
各
種
の
研

修
を
通
し
て
、
技
術
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

髙山 賢二 議長

今回は
5会派でした

今回は
11人でした

市長の新年度の予算編成
方針に対して、会派の代表が
総括して質疑をしました。

議員が市長や教育委員会などに対し
て、市政全般の執行状況や方針等を
問うたり、説明を求めたりしました。

※質疑と質問の違いは13Pのコラムをご覧ください。

　

財
源
確
保
す
る
に
は
、

観
光
資
源
を
ど
う
生
か
し
て

取
り
組
む
の
か
。
ふ
る
さ
と

納
税
や
基
金
運
用
の
現
状
を

踏
ま
え
て
、今
後
の
見
解
は
。

　
福
津
の
産
品
や
観
光
資

源
を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
強
化
し
、
６
次
産
業

化
に
寄
与
す
る
製
造
業
や
加

工
業
、
農
業
生
産
法
人
等
を

誘
致
す
る
こ
と
が
、
財
源
確

保
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
制
度
改

正
も
あ
り
、
今
後
は
厳
し
い

状
況
。
令
和
５
年
度
は
前
年

度
よ
り
約
１
億
円
減
の
見
込

み
。
基
金
運
用
も
、
令
和
元

年
度
３
億
９
０
０
万
円
か
ら

令
和
５
年
度
約
６
０
０
０
万

円
に
配
当
が
減
少
。
こ
れ
ら

は
、
恒
久
的
な
財
源
確
保
策

と
は
言
え
な
い
。
自
主
財
源

確
保
に
お
い
て
、
宿
泊
施
設

を
含
め
た
企
業
誘
致
が
有
効

で
あ
る
。

企業誘致等での財源確保をどう考えるか
滞在型観光をめざし、宿泊施設の誘致が有効と考えている

中村 清隆 議員
▲自主財源の一つ、ふる
さと納税の返礼の品々

　
竹
尾
緑
地
の
新
設
校
計

画
を
白
紙
撤
回
し
た
た
め
、

新
設
校
の
開
校
が
遅
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、既
存
の
小・

中
学
校
施
設
の
増
設
が
必
要

と
な
っ
た
。そ
の
事
業
費
は
。

ま
た
、
財
政
的
事
情
に
よ

り
取
り
や
め
と
な
っ
た
、
四

角
地
区
の
中
学
校
の
新
設
計

画
に
投
じ
た
経
費
は
。

　
新
設
校
の
開
校
が
遅
れ

た
こ
と
で
、
福
間
小
学
校
に

リ
ー
ス
校
舎
を
、
福
間
中
学

校
に
校
舎
を
増
築
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
費
用
は
合
計
で

14
億
５
０
０
０
万
円
と
な
る
。

四
角
地
区
の
中
学
校
新
設

計
画
は
、
令
和
４
年
７
月
か

ら
業
務
に
着
手
し
て
い
た
。

建
設
予
定
地
に
係
る
測
量
設

計
業
務
、
物
件
補
償
等
調
査

業
務
、
用
地
購
入
の
た
め
の

不
動
産
鑑
定
評
価
業
務
等
の

調
査
業
務
に
２
０
０
０
万
円

の
支
出
を
行
っ
た
。

中止した四角地区の新中学校に投じた経費は
不動産鑑定評価等調査業務に2000万円を支出した

秦 浩 議員
▲令和７年度完成予定の
福間中学校増設校舎

　

文
部
科
学
省
は「
①
継

続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
が
で
き
る
環
境
、
②
教
員

の
負
担
軽
減
」を
目
的
に
、

令
和
８
年
度
ま
で
に
部
活
動

の
地
域
移
行
を
推
進
し
て
い

る
。
し
か
し
、
本
市
で
は
明

確
な
方
針
が
定
ま
っ
て
い
な

い
。
行
政
が
教
育
環
境
の
実

態
を
把
握
し
た
上
で
、
関
係

各
所
と
連
携
し
て
取
り
組
む

事
が
必
要
で
は
。

　
検
討
協
議
会
は
ま
だ
設

置
し
て
お
ら
ず
、
方
針
も
未

策
定
の
状
況
。一
方
、市
の
調

査
で
は
教
員
の
７
割
が「
部

活
動
が
負
担
」と
回
答
し
た
。

現
在
、
段
階
的
に
休
日
の
活

動
日
を
削
減
し
て
い
る
。

今
後
、
中
学
生
が
参
加
可

能
な
地
域
の
団
体
と
連
携

し
、
周
知
し
て
い
く
。
令
和

６
年
度
は
検
討
協
議
会
を
設

置
し
、
８
年
度
の
移
行
に
向

け
推
進
す
る
。

部活動の地域移行をどう推進するのか
令和８年度の休日完全移行をめざし、取り組みたい

中村 恵輔 議員
▲本市の教育環境にあった対
策を（過大規模校の部活動）

総括質疑

一般質問 　
観
光
拠
点
と
な
る
津
屋

崎
地
区
に
老
朽
化
し
て
い
る

旧
魚
正
の
大
き
な
建
物
が
放

置
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
景

観
を
損
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
対
策
は
。

観
光
客
の
リ
ピ
ー
ト
率
向

上
の
た
め
に
は
、
観
光
客
が

ゆ
っ
く
り
時
間
を
過
ご
せ
る

施
設
や
公
衆
ト
イ
レ
等
の
整

備
も
重
要
で
は
な
い
か
。

　
令
和
６
年
度
の
予
算
で

旧
魚
正
の
解
体
設
計
業
務
を

計
上
。
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
や

狭
い
敷
地
内
で
の
解
体
方
法

の
設
計
を
行
い
、
事
業
費
を

把
握
す
る
。
ま
た
、
周
辺
へ

の
飛
散
を
防
ぐ
防
護
措
置
を

予
算
計
上
し
て
い
る
。

公
衆
ト
イ
レ
は
観
光
客
だ

け
で
な
く
地
域
に
も
必
要
な

施
設
で
あ
る
。
老
朽
化
の
問

題
も
あ
り
、
限
ら
れ
た
財
源

で
は
あ
る
が
、
行
財
政
改
革

の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

観光拠点整備で観光消費額をどう拡大するか
公共施設の整備を進め観光客の回遊性と滞在時間を拡大

倉元 敏徳 議員

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

▲老朽化著しい
旧魚正の建物

福津誠和会

　
新
年
度
予
算
編
成
方
針

で
は
、
公
共
施
設
を
利
用
す

る
受
益
者
と
利
用
し
な
い
人

と
の
均
衡
を
図
る
観
点
か
ら
、

早
急
な
使
用
料
適
正
化
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
令

和
５
年
３
月
定
例
会
で
の
条

例
改
正
案
否
決
後
、
行
政
評

価
委
員
会
に
諮
り
、
ど
の
よ

う
な
意
見
が
出
た
の
か
。

　
委
員
会
で
は
、「
全
公
共

施
設
に
税
金
が
投
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
認
知
で
き
る
説

明
と
対
話
で
、
市
民
の
理
解

を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
」

ま
た
、「
物
価
上
昇
に
合
わ

せ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
正

化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

受
益
者
負
担
増
は
避
け
ら
れ

な
い
」な
ど
の
意
見
が
出
た
。

答
申
書
に
は
、
次
世
代
に

不
利
益
を
残
さ
な
い
た
め
に

も
決
断
の
時
が
来
て
お
り
、

使
用
料
の
見
直
し
を
進
め
る

べ
き
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

施設使用料見直しの行政評価委員会意見は
対話の機会を増やし、市民の理解を促進することが重要

尾島 武弘 議員
▲使用料の見直しが再々検討
されている公共施設の一つ

新政会

　
津
屋
崎
千
軒
を
中
心
と

し
た
津
屋
崎
地
区
一
帯
の
活

性
化
を
事
業
者
と
足
並
み
を

揃
え
た
新
た
な
取
り
組
み
を

行
う
と
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
か
。

ま
た
、
観
光
産
業
活
性
化

協
議
会
中
間
報
告
で
、
観
光

消
費
単
価
や
観
光
客
数
な
ど

の
調
査
の
再
検
討
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
管
理
や

調
査
事
業
は
経
営
戦
略
課
で

一
元
化
し
、
横
断
的
な
体
制

で
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
観
光
協
会
や

事
業
者
と
連
携
し
て
、
体
験

ツ
ア
ー
な
ど
を
創
設
す
る
。

今
後
、
新
た
な
観
光
資
源
も

活
用
し
、
福
津
の
め
ざ
す
べ

き
観
光
に
取
り
組
む
。

基
礎
デ
ー
タ
の
把
握
や
管

理
は
、
政
策
立
案
で
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
経
営
戦
略
課

を
中
心
に
一
元
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

津屋崎地区活性化の新たな取り組みとは
ＤＭＯが事業者との連携を強めて体験ツアーなどを創設

榎本 博 議員
▲津屋崎千軒と国の重要文
化財に指定された豊村酒造

みんなの声によるみんなの会

　

本
市
の
食
料
備
蓄
は
、

家
庭
は
３
日
分
、
市
は
避
難

者
２
４
０
０
人
の
１
日
分
と

し
て
い
る
。
市
の
備
蓄
は
最

低
で
も
３
日
分
は
必
要
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
も
必
需
品

と
考
え
る
。ま
た
、避
難
所
の

空
調
整
備
も
必
要
だ
。
避
難

時
の
高
齢
者
等
へ
の
支
援
で

は
、
約
１
万
人
弱
の
未
把
握

者
が
お
り
、名
簿
化
す
べ
き
。

こ
れ
ら
の
課
題
の
対
策
は
。

防
災
に
お
け
る
自
助
・
共

助
・
公
助
の
考
え
は
、
市
を

主
体
者
で
な
く
補
助
的
支
援

者
に
し
て
い
る
。
見
解
は
。

　
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は

見
直
す
が
、
他
の
備
蓄
品
は

県
の
備
蓄
計
画
に
基
づ
き
備

え
る
。
空
調
整
備
は
財
源
的

に
困
難
。
要
支
援
者
の
把
握

は
、
地
域
支
え
あ
い
連
絡
カ

ー
ド
の
回
収
率
向
上
を
図
る
。

防
災
で
の
自
助
・
共
助
・

公
助
の
考
え
は
継
続
す
る
。

防災における市の役割、備蓄品の充実は
家庭は３日分、市は１日分を備蓄し、防災力の要となる

戸田 進一 議員
▲災害時の備えは、
市が主体的に

日本共産党

新設こども家庭センターの周知と充実は
広報紙や窓口で周知し、研修で職員のスキルアップを図る

▲４月から市役所内に開設
した、こども家庭センター豆田 優子 議員

ミモザの会

質

質

質

質

質

8議 会 だ よ り  ふ く つ9 議 会 だ よ り  ふ く つ



QRコードから録画配信にアクセスできます。

ほかにもこんな質問がありました
議員名 その他の質問

中村　清隆 本市の予算・決算について

秦　　　浩 高齢者への予防接種の補助制度について

中村　恵輔
地域学校協働活動推進員（地域コーディネー
ター）の現状について

教育長の選任について

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①災害備蓄品として何人分の食料と
　水を準備している？
②総括質疑を行った会派数は？
③「なるほど福津市議会」に登場した
　キャラクターの数は？

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。

市政を

　
女
性
支
援
新
法
が
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
が
、
市
の

支
援
体
制
と
窓
口
に
寄
せ
ら

れ
る
相
談
で
多
い
内
容
は
。

言
語
の
壁
が
あ
り
、
相
談
し

づ
ら
い
外
国
人
の
支
援
は
。

ま
た
、
４
月
設
置
の
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
次
期
子

ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

と
、
新
法
と
の
関
係
性
は
。

　
窓
口
や
電
話
で
の
相
談

を
実
施
し
て
お
り
、
Ｄ
Ｖ
、

離
婚
、
家
族
な
ど
の
相
談
が

多
い
。
別
の
窓
口
で
対
応
中

に
支
援
の
必
要
性
が
判
明
し

た
場
合
は
、
支
援
担
当
課
と

連
携
。
外
国
人
支
援
は
、
多

言
語
に
対
応
す
る
相
談
機
関

に
つ
な
い
で
い
る
。
今
後
も

困
難
を
抱
え
る
女
性
の
相
談

窓
口
の
周
知
に
努
め
た
い
。

子
ど
も
に
関
わ
る
計
画
や

施
策
の
母
子
支
援
の
中
で
、

女
性
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く

よ
う
に
動
い
て
い
く
。

困難な問題を抱える女性への市の支援は
相談体制を整えて庁内連携、または専門機関へつなぎ対応

石田 まなみ 議員
▲市の相談支援の１つ　ふく
つこころと生き方の相談

　
避
難
情
報
や
災
害
情
報

を
知
る
に
は
、
最
新
版
防
災

マ
ッ
プ
の
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
、防

災
す
ま
っ
ぽ
ん
や
Ｔ
Ｖ
で
の

情
報
発
信
が
必
要
。
今
後
の

防
災
情
報
の
周
知
方
法
は
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
の
情

報
収
集
や
共
有
、
被
災
地
の

支
援
等
の
情
報
な
ど
、
防
災

と
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

絡
め
て
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
最
新
版
防
災
マ
ッ
プ
は

３
月
下
旬
に
更
新
す
る
予
定

で
あ
る
。
防
災
す
ま
っ
ぽ
ん

は
更
新
を
行
い
、
啓
発
を
進

め
て
い
く
。
Ｔ
Ｖ
で
の
防
災

情
報
の
発
信
は
他
自
治
体
の

活
用
を
見
極
め
な
が
ら
導
入

の
方
向
性
を
考
え
る
。

Ｄ
Ｘ
推
進
は
、
防
災
情
報

の
迅
速
な
発
信
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。
ど
の
ツ
ー
ル

を
活
用
す
る
か
を
含
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

防災と絡めた自治体ＤＸ推進の必要性は
防災情報の発信に重要な役割を果たすため活用を検討する

福井 崇郎 議員
▲日頃からの防災・減災に備
えて防災マップの活用を

　
情
報
公
開
請
求
の
決
定

期
限
を
30
日
に
延
ば
し
た
の

は
、
福
岡
県
内
で
11
の
自
治

体
の
み
で
48
の
自
治
体
は
変

更
し
て
い
な
い
。
決
定
期
限

を
14
日
以
内
に
戻
す
検
討
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

令
和
３
年
度
教
育
委
員
会

議
事
録
の
新
設
校
に
関
す
る

協
議
で
、
非
公
開
に
な
っ
て

い
る
部
分
は
情
報
公
開
条
例

13
条
２
項
に
該
当
す
る
の
で

は
な
い
か
。

　
改
正
案
を
提
出
し
た
経

緯
か
ら
決
定
期
間
を
戻
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
現
時

点
で
改
正
は
適
正
と
考
え
る

が
、
今
後
は
何
が
で
き
る
か

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
事
録
の
当
該
部
分
は
、

地
教
行
法
第
14
条
７
項
の
規

定
に
基
づ
き
非
公
開
に
す
る

こ
と
が
議
決
さ
れ
た
部
分
で

あ
り
、
記
録
を
作
成
し
て
い

な
い
た
め
不
存
在
で
あ
る
。

本市では情報公開を積極的に進めたいのか
市民にとって有益なため、市として積極的に進めたい

山本 祐平 議員
▲市民に開かれた
情報公開制度運用を

　
市
民
よ
り
、
市
営
住
宅

に
な
か
な
か
入
れ
な
い
と
の

声
を
聞
く
。入
居
の
現
状
は
。

ま
た
、
一
部
の
団
地
は
か

な
り
老
朽
化
し
て
い
る
。
建

て
替
え
の
計
画
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。

　
市
内
５
つ
の
市
営
住
宅

で
合
計
２
４
３
戸
あ
り
、
現

在
１
６
４
戸
に
入
居
が
あ

る
。
空
室
の
清
掃
や
改
修
の

た
め
新
規
入
居
に
時
間
を
要

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
花

見
団
地
、
星
ヶ
丘
団
地
は
築

年
数
が
経
過
し
て
い
る
た

め
、
団
地
単
位
で
の
建
て
替

え
を
検
討
中
で
、
新
規
募
集

を
停
止
し
て
い
る
。

現
計
画
は
様
々
な
要
因
で

実
現
で
き
な
か
っ
た
。
次
期

市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
で

は
、
建
て
替
え
に
あ
た
り
複

合
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど

も
考
慮
し
、
新
た
に
必
要
戸

数
も
再
検
討
す
る
。

老朽化した市営住宅の建て替えの計画は
花見団地、星ヶ丘団地は棟を統合し、建て替えを検討する

中村 晶代 議員
▲老朽化し建て替えが
急がれる市営住宅

　
日
本
は
世
界
有
数
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
保
有
国
だ
が
、
そ
の
利

用
率
は
低
い
。
特
に
、
男
性

救
助
者
は
、
女
性
傷
病
者
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
を

躊
躇
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
胸
部
を
覆
い
隠
せ
る
三

角
巾
を
Ａ
Ｅ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
に

配
備
し
て
は
。
三
角
巾
は
傷

病
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配
慮

以
外
に
も
、
骨
折
時
の
固
定

や
止
血
に
も
活
用
で
き
る
。

ま
た
、
式
典
や
イ
ベ
ン
ト

の
開
会
時
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

場
所
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
三
角
巾
配
備
の
必
要
性

は
十
分
に
理
解
で
き
る
の

で
、
他
自
治
体
の
状
況
な
ど

を
調
査
し
て
、
設
置
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。

式
典
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

会
時
に
お
け
る
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
場
所
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
。

ＡＥＤボックスに三角巾を配備しては
傷病者のプライバシー配慮に有用であり、検討していく

井手口 忠信 議員
▲公共施設のＡＥＤに
三角巾の配備を

　
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
が

な
い
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
他
市
で
は
市
役
所

内
で
の
就
労
継
続
支
援
施
設

の
積
極
的
な
参
画
が
多
く
、

福
祉
事
業
者
の
定
期
的
な
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
市
で
は
昼
休
み

の
食
品
販
売
の
み
で
あ
る
。

市
役
所
内
で
の
店
舗
運
営
等

の
企
画
を
協
議
し
て
い
る
の

か
。

　
Ａ
型
支
援
を
希
望
す
る

人
の
受
皿
が
な
い
こ
と
を
課

題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

市
役
所
内
で
の
参
画
は
、

本
来
で
あ
れ
ば
就
労
継
続
支

援
施
設
等
に
売
店
や
食
堂
の

運
営
参
画
を
促
す
べ
き
で
は

あ
る
が
、実
施
し
て
い
な
い
。

今
後
は
、
市
役
所
の
中
庭
等

の
有
効
活
用
も
検
討
し
、
福

祉
事
業
者
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
を
協

議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本市内にある就労支援施設数は
就労移行支援２カ所、Ａ型支援０カ所、Ｂ型支援８カ所

大山 隆之 議員
▲就労継続支援施設
での作業の様子

　
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

適
正
で
公
平
な
教
育
環
境
の

整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
令
和
５
年
度
末
ま
で
に

作
成
す
る
と
答
弁
し
た
小
・

中
学
校
の
適
正
規
模
適
正
配

置
計
画
策
定
の
進
捗
は
。

過
大
規
模
校
で
あ
る
福
間

南
小
学
校
の
適
正
規
模
化
へ

の
具
体
策
は
何
か
。
い
つ
ま

で
に
取
り
組
む
の
か
。

　
適
正
規
模
適
正
配
置
計

画
は
、
過
大
規
模
校
の
緩
和

対
策
が
未
決
定
な
の
で
、
計

画
策
定
に
至
っ
て
い
な
い
。

福
間
南
小
学
校
、
福
間
中
学

校
の
過
大
規
模
緩
和
対
策
の

方
針
や
方
向
性
の
決
定
後
に

計
画
書
と
し
て
ま
と
め
た
い
。

福
間
南
小
学
校
に
対
す
る

具
体
策
は
、
校
区
再
編
を
実

施
予
定
。
令
和
６
年
度
に
方

向
性
を
示
し
、
令
和
７
年
度

に
周
知
し
、
令
和
８
年
度
か

ら
の
実
施
を
め
ざ
し
た
い
。

福間南小の過大規模解消への具体策は
６年度に校区再編方向性を示し、７年度周知、８年度実施

佐伯 美保 議員
▲児童数1586人、59学級の
福間南小学校（令和５年度）

　
国
の
幼
児
教
育
・
保
育

無
償
化
以
降
、
保
育
料
は
無

償
に
な
っ
た
が
、
新
た
に
給

食
の
副
食
材
料
費
が
保
護
者

負
担
に
な
っ
た
。
市
と
私
立

保
育
園
は
委
託
契
約
の
関
係

で
、
市
は
保
育
を
私
立
保
育

園
に
委
託
し
委
託
費
を
払
っ

て
い
る
。
保
育
園
は
給
食
が

義
務
化
さ
れ
て
お
り
、
給
食

は
保
育
の
一
環
で
あ
る
。
市

が
委
託
す
る
保
育
に
給
食
が

含
ま
れ
る
の
だ
か
ら
、
給
食

費
は
保
護
者
負
担
で
は
な

く
、
市
が
委
託
費
と
し
て
保

育
園
に
払
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
保
育
無
償
化
以
前
か
ら

食
材
費
は
保
護
者
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
給
食
の
委
託

は
調
理
員
や
栄
養
士
へ
の
人

件
費
を
委
託
費
と
し
て
支
払

っ
て
い
る
。
な
お
、
食
材
費

に
つ
い
て
は
保
護
者
が
負
担

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

保育所の給食費は市が負担すべきでは
児童数が多く直ちには難しいが、国の状況を確認していく

岩下 豊 議員
▲保育所の給食費
完全無料化を求める

議員名 その他の質問

大山　隆之 役所内システム等のＤＸの進捗状況につい
て

井手口 忠信 Ａ　ペアレンタルコントロールアプリにつ
いて

中村　晶代
ワクチン接種について

こども家庭センターについて

佐伯　美保

新設校と周辺地域の防災対策について

竹尾池（下）上流部への土砂投棄（盛土）への
防災対策について

第２次福津市環境基本計画について

岩下　　豊 小・中学校の過密解消・緩和策について

福井　崇郎 保育の質の向上と保育環境の整備について

山本　祐平 不登校児童・生徒の現状と対応について

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁
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議会だよりふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見などがありましたら、声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とするほか、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。

P O S T  C A R D

８１１-３２９３
福津市役所　
議会事務局 行

2024. 2024. 号号春春
フリガナ
氏名

住所　〒　　　－

電話番号（紙面掲載時の確認の際に連絡します）

年齢

歳

ペンネーム

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

郵送する場合

質　疑 質　問
対　象 議題となっているもの 市の仕事全般
意　見 できない（討論で行う） できる

具体例

議案の審議・審査の質疑
【議案審査の流れ】
議案が議題となる
→提案者の説明→質疑
→討論（意見）→採決（決定）

一般質問
（議員が市長に対し、
 市の仕事について
 質問すること）

（
４
）現
状
の
特
命
随
意
契
約
の
内
容

を
確
認
し
、
件
数
の
減
少
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
連
続
複
数
年

契
約
が
長
期
化
し
て
い
る
事
案
は
、

厳
密
な
点
検
を
行
い
、

運
用
是
正
体
制
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
。

本
市
で
も
市
民
意
見
の
掲
載
を
継

続
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
テ
ー

マ
設
定
や
取
材
方
法
、
編
集
工
程
な

ど
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

今
後
、
編
集
方
針
を

作
成
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

足
度
は
、
令
和
５
年
度
は
５
段
階
評

価
で
平
均
４
・
６
５
で
あ
っ
た
。

３
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
・

抄
本
の
添
付
省
略
化
や
広
域
交
付
な

ど
の
新
シ
ス
テ
ム
の
活
用
で
、
さ
ら

な
る
混
雑
緩
和
も
期
待
さ
れ
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
割
合
も
増
加
傾

向
で
、
窓
口
業
務
の
混
雑
対
策
は
、

概
ね
と
ら
れ
て
い
る
。

国
か
ら
公
表
さ
れ
た「
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
窓
口
改
革
の
取
り
組
み
」

の
中
に
あ
る
先
進
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
今
後
は
全
庁
的
か
つ
効
果

的
な
対
策
を
計
画
的
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

本
市
に
お
け
る
随
意
契
約
の
実
態

を
調
査
し
、
改
善
点
等
を
提
言
し
た
。

※
随
意
契
約
は
地
方
公
共
団
体
が
任

意
に
相
手
方
を
選
択
し
て
契
約
で
き

る
例
外
的
な
方
法
。

調
査
結
果

現
状
、
随
意
契
約
の
内
容
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
市
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
さ
れ

て
い
な
い
。
工
事
以
外
の
随
意
契
約

件
数
は
２
８
５
件
。
連
続
複
数
年
契

約
の
割
合
は
60
％
を
占
め
る
。
運
用

や
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
改
善
の
余
地
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

埼
玉
県
寄
居
町
議
会
の
議
会
だ
よ

り
の
編
集
・
発
行
に
つ
い
て
、
編
集

方
針
と
特
集
の
工
夫
を
調
査
し
た
。

日
本
一
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
編
集
・
作
成

寄
居
町
議
会
だ
よ
り
は「
読
ま
れ
な

い
議
会
だ
よ
り
に
出
す
意
味
な
し
！
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
町
民

参
加
、
政
策
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た

編
集
を
心
掛
け
て
い
る
。

特
に
町
民
参
加
を
重
視
し
、
多
く

の
町
民
の
登
場
を
心
掛
け
て
い
る
。

重
要
案
件
に
は
議
員
と
町
民
の
各
視

点
を
紙
面
に
掲
載
し
て
い
る
。

市
民
課
窓
口
に
は
、
諸
証
明
や
異

動
手
続
き
等
に
多
く
の
市
民
が
来
庁

し
て
い
る
。
先
進
自
治
体
で
は
手
続

き
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
待
ち
時
間
短

（
１
）今
後
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
公
表
な
ど

を
検
討
す
る
こ
と
は

一
定
の
改
善
と
捉
え

る
。
担
当
部
署
で
ど

の
よ
う
な
業
務
履
行

状
況
の
確
認
を
し
て

い
る
か
の
把
握
は
必

要
で
あ
る
。

（
２
）プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
の
特
性
を
生
か
し
市
民
満
足
度

を
高
め
る
た
め
に
も
、
審
査
員
に
外

部
の
有
識
者
を
入
れ
る
な
ど
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
３
）随
意
契
約
内
容
を
公
表
す
る
予

定
だ
が
、
公
表
方
法
は
市
民
に
分
か

り
や
す
い
形
を
要
望
す
る
。

平
成
20
年
度
か
ら

は
全
国
町
村
議
会
議

長
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
議
会
だ
よ
り
を

出
展
し
、
平
成
25
年

度
か
ら
は
奨
励
賞
１

回
、
優
良
賞
２
回
、

優
秀
賞
１
回
、
最
優

秀
賞
を
５
回
受
賞
し

て
い
る
。

市
民
参
加
の
紙
面
づ
く
り
を
寄
居
町

の
よ
う
に
継
続
し
て
取
り
組
む

議
員
が
現
地
に
赴
き
、
取
材
を
行

う
こ
と
は
広
聴
機
能
の
役
割
を
担
い
、

議
員
の
ス
キ
ル
向
上
に
も
寄
与
す
る

の
で
本
市
に
お
い
て
も
継
続
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

縮
と
業
務
軽
減
が
で
き
る「
書
か
な
い

窓
口
」を
導
入
し
て
い
る
。
本
市
の
混

雑
対
策
の
現
状
を
調
査
し
た
。

調
査
結
果

令
和
４
年
度
に
窓
口
で
証
明
書
を

発
行
し
た
件
数
は
、
最
多
月
は
３
月

４
９
２
９
件
、
最
少
月
は
12
月
３
６

２
３
件
だ
っ
た
。
待

ち
時
間
は
概
ね
１
～

４
分
で
あ
っ
た
。

平
成
28
年
度
開
始

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
に
よ
り
増

加
し
て
い
る
。

窓
口
業
務
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
満

▲随意契約のガイドライン
▲寄居町議会広報委員の紙面にか
ける熱い思いを持ち帰りました

▲混雑緩和のための全庁的な対策を

随
意
契
約
の
実
態
と
課
題
に

つ
い
て
調
査

日
本
一
の
埼
玉
県
寄
居
町
議

会
の
議
会
だ
よ
り
を
調
査

市
民
課
窓
口
の
混
雑
対
策
に

つ
い
て
調
査

各常任委員会が所管する市の事務について行った所管 事務調査と、議会広報調査特別委員会の行政視察を報告します。

総務部、経営企画部、教育部、会計課、監査事務局等
の事務について調査研究しています。

市民生活部、健康福祉部、こども家庭部の事務につい
て調査研究しています。

議会だよりの編集と発行のために活動し、編集方法に
ついて調査研究しています。

議員の議会での発言には「質疑」と「質問」の２種類があ
ることをご存じですか。どちらも似た言葉ですが、議会
ではそれぞれをこのように使い分けています。
「質疑」は議題となっているものについての疑問点を聞

くことであり、本会議や委員会で議案などの審議や審査
の際に行うものです。また賛否の態度決定ができるよう
疑問点をただすもので、自己の意見を述べることはでき
ません。自分の意見は、質疑の後の討論で述べます。
「質問」は、本会議において、市の仕事全般に対して行

う「一般質問」がこれに当たります。「質疑」と違って自己
の意見を述べることもできます。

総 務 文 教 委 員 会市 民 福 祉 委 員 会議 会 広 報 調 査 特 別 委 員 会

委員会調査リポートもっと知りたい！福津市議会

議会での「質疑」と「質問」の違いって？

「質疑」と「質問」どちらも疑問点を聞くけど…

報告書はこちら報告書はこちら報告書はこちら
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紙面の感想やご意見があればご記入ください。Ｑ
3

感想やご意見は、以下のはがきを切り取り、63円切
手を貼って郵送するか、市役所、市図書館、津屋崎行
政センター設置の意見箱に投函してください。なお、
右の感想・ご意見フォームからも提出できます。

特集  地震に備える

改善してほしいと思う記事をご記入ください。Ｑ
２

今号でよかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
１

2024.春号2024.春号

感想・ご意見フォーム

議会だよりについ

ての市民の皆様の

感想やご意見を

紹介します。

発行責任者　議長　髙山 賢二
議会広報調査特別委員会
委　員　長　福井 崇郎
副 委 員 長　中村 晶代
委　　　員　中村 恵輔　井手口忠信
　　　　　　山本 祐平　石田まなみ

みんなと議会のいい関係

議会だより ふくつ

春

議
員
研
修
会
が
太
宰
府

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
州
国
立
博
物
館
の
富
田

淳
館
長
を
講
師
に
、
王
羲

之
に
関
す
る
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。
世
界
遺
産
を
持

つ
本
市
で
も
、
地
元
の
素

晴
ら
し
さ
を
後
世
に
伝
え

る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

『
議
会
だ
よ
り
ふ
く
つ
』

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
議

会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

の
研
修
会
を
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
以
前
、
大
幅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
研
修
会

で
も
指
導
し
て
い
た
だ
い

た
久
留
米
市
や
糸
島
市
の

元
広
報
担
当
者
や
、
福
津

市
広
報
担
当
者
で
す
。
主

な
内
容
は
他
市
議
会
広
報

紙
と
当
市
議
会
だ
よ
り
の

比
較
検
証
で
す
。

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

歴
を
持
つ
講
師
た
ち
か
ら

表
紙
、企
画
、レ
イ
ア
ウ
ト
、

写
真
な
ど
の
改
善
点
を
指

摘
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
読

み
や
す
く
な
っ
た
と
高
評

価
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

太
宰
府
市
議
会
広
報
特

別
委
員
会
が
、
本
市
の
議

会
だ
よ
り
を
視
察
す
る
た

め
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

視
察
で
は
、
現
在
行
っ

て
い
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

流
れ
や
市
民
参
加
型
の
特

集
記
事
に
移
行
し
た
狙
い

な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
中
で
、
市

民
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
思
い
で
試
行
錯
誤
を
し

て
い
る
の
は
、
ど
の
自
治

体
も
同
じ
だ
と
改
め
て
感

じ
た
行
政
視
察
受
入
れ
と

な
り
ま
し
た
。

福
岡
県
中
部
十
一
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
に
参
加

議
会
だ
よ
り
研
修
会
を
開
催

太
宰
府
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

ジ
に
な
り
、
議
会
の
内
容
が
わ
か

り
や
す
く
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

福
津
市
は
人
口
が
増
え
て
い
ま

す
。
今
、
子
ど
も
達
が
遊
ぶ
場
所

な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
公
園
や
広
場
な
ど
の
居

場
所
づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
レ
モ
ン
パ
イ
さ
ん
／
50
歳
代
）

読
み
や
す
い
広
報
だ
と
感
じ
ま

す
。福

津
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
会
の
活
躍
や
、
古
墳
群
の
四

季
の
写
真
な
ど
、
世
界
遺
産
の
新

原
・
奴
山
古
墳
群
の
魅
力
が
書
か

れ
て
い
て
、
大
変
楽
し
く
拝
見
し

ま
し
た
。
過
去
の
多
く
の
一
般
質

問
や
総
括
質
疑
の
事
も
詳
細
に
説

明
さ
れ
て
い
て
、
今
後
も
こ
の
大

切
な
福
津
市
の
財
産
を
、
永
久
に

保
存
で
き
る
よ
う
に
市
と
協
力
し

て
く
だ
さ
い
。

　
（
福
津
の
歴
史
大
好
き
さ
ん

／
70
歳
代
）

最
近
の
議
会
だ
よ
り
は
市
民
の

顔
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

知
っ
て
い
る
方
を
見
つ
け
る
と
嬉

し
く
な
り
ま
す
。
全
面
カ
ラ
ー
に

な
っ
た
こ
と
で
写
真
が
と
て
も
見

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
お
花
な
ど

の
色
が
鮮
や
か
で
四
季
が
感
じ
や

す
く
な
り
ま
す
ね
。

議
案
審
議
の
ペ
ー
ジ
で
お
願
い

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
賛
否

が
分
か
れ
る
よ
う
な
議
案
に
つ
い

て
は
、
内
容
を
載
せ
て
い
た
だ
き

「
議
会
だ
よ
り
ふ
く
つ
」が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
て
ま
ず
感
じ
る
の
は
、

表
紙
の
イ
ン
パ
ク
ト
。

思
わ
ず
、
中
に
は
何
が
書
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
手
に
取
っ
て
し

ま
い
ま
す
ね
。

冒
頭
の
特
集
に
は
、
知
っ
て
い

る
方
の
写
真
や
意
見
が
載
っ
て
い

る
こ
と
も
多
く
、
親
近
感
を
感
じ

ま
す
。

議
会
で
の
質
疑
内
容
や
活
動
内

容
を
、
よ
り
細
か
く
丁
寧
に
伝
え

る
こ
と
も
大
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
議
会
活
動
を
紹
介
す
る
入
り

口
と
し
て
、
関
心
の
薄
い
市
民
に

も
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
寅
次
郎
の
母
／
60
歳
代
）

前
号
の
特
集
だ
っ
た
世
界
遺
産

を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
カ
ラ
ー
ペ
ー

た
い
で
す
。
12
月
定
例
会
で
あ
れ

ば
、
議
員
報
酬
や
職
員
の
給
与
に

関
す
る
内
容
が
全
く
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
教
育
長
の
人
事

案
が
不
同
意
に
な
っ
て
い
ま
す
。

福
津
市
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な

事
な
の
で
、
ど
の
よ
う
な
質
疑
が

さ
れ
た
の
か
気
に
な
り
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
気
概

は
伝
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
今
後

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
キ
ョ
ロ
ち
ゃ
ん
さ
ん
／
30
歳
代
）

閉
会
中
の
議
会
の
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

　今号では、地震を想定した災害へ
の備えについて特集しました。
　過去の議会質問から、現在の取り
組み状況や今後の課題について、関
係者の方々に取材しました。ご協力
に感謝いたします。
　防災・減災は、私たち一人一人の
日頃の備えが大事です。防災袋の点
検も心掛けたいと思います。皆さん
は準備されていますか。

（中村 晶代）

編集後記

　議会の二つの使命を完全に達成で
きるよう懸命に努力すること。

議員の職責

　住民を代表する公選の議員で構成
される地方公共団体の議事機関です。

議会の地位

①地方公共団体の条例や予算等の団
体意思を最終的に決定すること。

②執行機関の行財政の運営や事務処
理ないし事業の実施が、すべて適
法かつ適切に、公平で効率的に、
そして民主的になされているかど
うかを批判し監視すること。

議会の二つの使命

1
30

1
24

4
12

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
表
紙
、

思
わ
ず
手
に
取
っ
て

読
ん
で
し
ま
う

読
み
や
す
い

議
会
だ
よ
り
に
な
っ
た

市
民
の
参
加
が
多
く
な
っ
て

議
会
だ
よ
り
が

身
近
に
感
じ
る

カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に
な
り
、

議
会
の
内
容
も

分
か
り
や
す
い

①2400人分　
②５会派
③６

ふ
ん
ち
ゃ
ん
を
探
せ
！

ふ
ん
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ 

答
え

6月定例会
6月3日（月）開会
6月19日（水）閉会予定

次回の定例会

市議会HP

　議会を傍聴してみませんか。傍聴の
際は、議事進行の妨げとならないよう
傍聴規則を遵守し、大声や拍手を厳に
謹んでいただきますようお願いしま
す。なお、本会、予算および決算審査
特別委員会は、中継と録画
配信もしています。
※託児サービスあり（要事前予約）

議会の傍聴 中継・録画配信

中継・録画配信
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明日を思う。 暮らしを思う。
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最
近
の

議
会
だ
よ
り

す
っ
ご
く

い
い
わ
ね
ぇ

感
想
用
の

ハ
ガ
キ
も

つ
い
て
て

議
会
の

難
し
い

言
葉
や
制
度

し
く
み
や

市
民
生
活

と
の

つ
な
が
り

な
ん
か
を

わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す

た
く
さ
ん
の

市
民
の
声
を

集
め
て
る
わ

と
は
い
え

議
会
っ
て

お
カ
タ
イ
し

そ
こ
で
、
こ
の

新
コ
ー
ナ
ー
！

な
る
ほ
ど
！

福
津
市
議
会

敷
居
が

高
い
か
も

市
民
が

た
く
さ
ん

出
て
る
し

文
章
も

わ
か
り

や
す
い

つ
い
つ
い
読
ん

じ
ゃ
う
の
よ
ね

レ
イ
ア
ウ
ト
も

お
し
ゃ
れ
で…

皆さんは、議会をどのように感じて
いますか。「堅苦しい」「難しい」「難
解な用語がわからない」など議会にま
つわる疑問も多いと思いま
す。そのようなイメージを
少しでも払拭して疑問にお
答えするため、漫画を使っ
て議会をわかりやすく伝え
るコーナーを作りました。❶


